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【要約】

　今年度は448人の母親を対象に，M・SCTを施行しその分析，検討を行った。その分析方法は，①M・SCTの反応
分類とその頻度の傾向，②M・SCTの領域間の相関関係，③選択式質問項目とM・SCT項目とのクロス集計からの関
係をみた。これらを前年度の父親F・SCTの結果とも比較しながら検討を行い，母親・女性の本態に関してある程
度の知見が得られたので報告した。①32項目領域ごとに各項目の頻度の多いものを検討し，心理臨床検査として
活用する基礎資料となるものであることが認められた。さらに，前年度のF・SCTでは各領域ごとにみたところ叙
述・考え方が多かったが，M・SCTでは情緒性や関係性に基づく回答が多い傾向にあった。主観的な回答が多いこ
とが母親・女性の特徴と考えられる。②各領域ならびに合計点間で相関係数を検討したところF・SCTでは相互間
の相関が高かったがM・SCTでは比較的相関値が低い傾向にあり，母親の反応の多様性が指摘された。③クロス集
計し，統計的に有意なもののみ取り上げた。一連の結果から，母子関係のありようは自分自身の両親との関係とも
深く関連していることが推測された。これは昨年度の父親・男性研究でも明らかであり，重要な知見である。

見出し語：女性性，母子関係，母親自身の親子関係，家族・夫婦関係
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1研究目的

　　咋年度の本報告では父親用文章完成法（以下F・

SCT）に関して，次の研究知見が示された（川井ほか，
2004）。

①F・SCTの反応分類とその頻度の傾向，②F・SCTの

領域間の相関関係，③選択式質問項目とF・SCT項目と

のクロス集計からの関係，④データマイニング手法
（パーティション法）による，F・SCTの項目間の関連

についての分析を行い，父親・男性の本態に関してあ

る程度の知見が得られた．①各領域毎にみたところお

おむね叙述・考え方が多く，父親・男性の一般的傾向

を示すものと考えられた。ただし，領域lv　r父親自身

の親子関係」のみ関係性が多かった．②各領域ならび

に合計点間で相関係数を検討したところ合計点，領域

I　r育児を含む父子関係」，H　r家族・夫婦関係」，皿

r父親自身・男性性」の3つの領域間では比較的高い

相関が得られた．③クロス集計し，統計的に有意なも

ののみ取り上げた。一連の結果から，子どもの心の問

題は母子関係にのみ起因するものではなく，父親（夫），

母親（妻），そして子どもという3者の関係，さらに

は父親（夫）自身の親子関係のありようも加わりもた
らされるものと考えてよいと思われた．④パーティシ

ョン分析全体を通して明らかされたことは，あるパタ

ーンに入る父親（夫）たちが心の臨床からみて要注意

であり，援助の必要性が示された点であった。また，

男性像の認識が家族像，自己の将来像，夫婦関係，子

どもとの関係に影響する　・要因となり得ることが示唆

された。

　今回はこの一連の結果を受けて，母親用文章完成法

（以下，M・SCT）に関して同様の分析を行い（ただし，

パーティション分析を除く），M・SCTの分析とF・SCT

とM・SCTとの結果の比較を行ったところ，いくつかの

知見が得られたので報告する．

II研究方法

1．調査方法

　平成13年度に報告した方法と同じである。したが
って，簡単に述べる．父親用文章完成法（F・SCT）なら

びに，それの母親版にあたる母親用文章完成法（M・

SCT）を，下記に述べる各地の幼稚園，保育所等を通し

て配布し，回収した．

　M・SCTは32項目，5つの領域から構成されている．
その領域は，1．育児を含む母子関係（12項目〉，H．家

族・夫婦関係（7項目），皿．母親自身・女性性（9項目），

IV．母親自身の親子関係（2項目），V．社会（友人・仕

事）（2項目）である．また，多肢選択式質問項目はL

母親（妻）の役割，2．子どもとの関わり・子育て，3．

両親との関わり，4．両親の親としてのあり方，5．大

事にしたい生き方，6．妻・母親としてのあり方，7．

妻・母親役割（選択肢は各10項目あり，そのうちの2
っまで選ぶ）である．

　質問紙の作成経過などの詳細は平成13年度報告を
参照されたい（川井ほか，2002）。

2、調査対象

　調査対象はおもに，幼稚園，保育所，子育てサーク

ル等に通所する児をもつ親である．回答の際には両親

が相談したり，見せ合うことなく単独に回答するよう
特に求めた。

　対象地は東京，秋田，埼玉などで回収率は80％程度

である。なお，今回分析の対象としたのは，乳幼児を

有する親であり，かつ，両親がペアで回収できたもの

448組であり，全体回収数の45．5％である．ペア回収

数が少ないが分析年齢対象外を全体から外すと63．1％
がペア数となる．

　対象者の属性は夫の平均年齢35．4歳，妻33．1歳，

子どもの平均数はL7入，夫の平均週労働時間50．7
時間（±13．2），妻は33．2時間（±14．7），夫の勤務形

態は主に日勤90．3％，妻の仕事では主婦が60．9％，

常勤21．3％，パート・アルバイト9．4％，自営業
3．6％，休職中2．2％などであった．夫の再婚者は
5．6％，妻は2．7％である。夫の両親ともに健在なのは

73．8％，妻は77．9％だった。ボランティアなどをして

いる夫は13．1％，妻は10．6％である．

3．結果の整理方法

　M・SCTは昨年度報告したF・SCTと同様に反応のカ
テゴリー化を行った（表1参照）。その結果，主な反応

として5つ（A～E）のカテゴリーが抽出され，さらに

D（困惑，当惑）以外は，内容によって肯定的（＋），両義

的（±：），否定的（一一）があり，平成13年度と異なるの

はA：情緒性，B：関係性，C：叙述・考え方，D　l困
惑・当惑，E：その他，R（回答拒否）とF（回答失敗）お

よび無回答の6カテゴリー（6分類，R，F，無回答を1

カテゴリー（分類）として）になったことである．この

一連のカテゴリー化はSCTの質的分析と量的分析とを

ある程度両立させるために行ったものである。この表

1の反応分類評定に基づいて，SCTの反応すべてをコ
ード化した。このコードに基づき，分析をより単純化

し，数量化するために，さらに肯定的反応に「1」，否

定的反応に「一U，両義的，無回答，ニュートラルに

は「0」を配点し，再カテゴリー化（3分類）をはかった．

　これらのデータに基づき，今回は次の4つの視点か

ら検討を行った。いずれも咋年度のF・SCTの報告の際

に行ったものであるので父親版との比較を試みた．

　①M・SCTの反応分類とその頻度の傾向に関しては，

上に述べた反応分類に基づき，あらかじめ区分してあ

る5領域（領域1「育児を含む母子関係」12項目，領
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域II　r家族・夫婦関係」7項目，領域皿f母親自身・

女性性」9項目，領域lv　r母親自身の親子関係」2項
目，領域v　r社会（友人・仕事）」2項目〉ごとにその反

応頻度をまとめた．これをF・SCTと比較した。

　②M・SCTの領域間の相関関係に関しては，反応を上

記のように得点化し，それに基づき領域ごとの得点合

計を算出し，さらに，総点を求め，ピアソンの相関係

数を算出した。これも同様に父親版と比較検討した。

③選択式質問項目とM・SCT項目との関連については，

上述した3分類と，選択式質問項目とをクロス集計し
た。

　選択式の場合，1．母親（妻）の役割，5．大事にした

い生き方の2項目は回答が一つの選択肢に集中したた

めにクロス集計からは外した。いずれもx自乗検定を

行い，統計的に有意なもの（P＜0．05）であることと意

味的に意義のあるもののみを結果として取り上げた．

皿結果と考察

1．M・SCTの反応分類とその頻度の傾向に関して

　　（その1）表2参照

　はじめに，項目ごとの各反応に関して，8％以上の

頻度を示した反応を取り上げてその結果を概説する。

おおむね8％の頻度でも少ないとはいえず，ほとんど

が上位3から4位以内に収まることから基準として選
んだものである．また，多くの項目において少数の反

応頻度を示すことが多いが，さまざまな思いを正確に

コード化しようとすると表2に見られるような結果と

なった．また，この少数の反応の中でとりわけ
negat　iveな反応を示した母親たちにはおそらく心理臨

床的な問題を抱えている可能性が否定できないが，今

回は個々にはとりあげず今後の課題としたい．（〉内

は頻度で％である．

1）領域1（育児を含む母子関係）

項目2r子育ては」

　「①一2大変だが喜び，幸せ，うれしい，楽しい
（19．2）」が多く，ほぼ同頻度で，「⑤叙述→自分育

て・共に育つ・生きがい・やりがい・体力・忍耐・責

任・主人と家族と一緒に～したい（18．8）」っいで，
「④一L楽しい→幸せ・よろこび（8．5）」「④一3．楽

しい→ハード・疲れる・むずかしい・大変（8．5）」r①

一3．大変→子どもの：笑顔に元気・勇気と笑顔をく

れる・いとおしい（8。0）」である．子育ての大変さは

あっても快の情緒や子育てが自身の成長につながって

いるとの認識を示すことが多い。その裏返しとして楽
しいけれども大変ということばの入れ替わりがみられ

る．この入れ替わりがどれほどの違いがあると言える

かはわからないが，後者の方が子育ての疲労感や，苦

労が強調されているといえるだろう。

項目5「しつけ」

　　「③叙述1．親の責任・義務・親が見本（16。1）」

　「③叙述2－c．子どもが→常識的なことを身にっけ

る・将来のために必要（1L6）」「⑪その他　E＋
　（9．8）」「①大切，重要→むずかしい・etc．（g．6〉」で

あった。叙述による客観的，ないしは建前的な回答が

上位を占めている．一方で，他の反応をみると「しつ

け」は情緒的に多様な反応を生じさせている項目であ

るともいえる。

項目6「子どもと私は」

　　r①一2．よい関係一う仲良し親子・とても仲よく

（125）」r①一3．よい関係→信頼しあっている・気持

ちが通じ合っている求め合っている・身近で密接した

関係，密度の濃い関係（IL2）」「④叙述4．よい親子

関係を築きたい・程よい距離・自立した関係を（9．4）」

「⑥その他E（8．7）」であった．現在，良好な関係を

保っているものが多く，これから良好な関係を築きた
いものもある。

項目11「私にとって子どもは」

　r①一2．宝物→宝物・元気づけられる・生きる活
力・励ましを（25．7）」「②かけがえのない・なくては

ならない（22．1）」「④一2．大切→大切・大切な家族

（12．1）」であった．合わせると6割を超え，子どもの

存在が非常に重要であることが示されている．

項目12「子どもが生まれてから」

　「②子ども中心に→私だけの世界から子ども中心の

世界へ・子ども最優先・全て子ども中心（12．5）」r⑥

一1．忙しい・無我夢中・自分の時間がない（12．5）」

「①一4．母親自身のpositiveな変化（考え）→価値観

が変った・人生観が変った・自分をみつめるようにな

った・物の見方が変った（IL4）」「④母親自身，
positiveな感情→幸せな気分・家の中楽しく・楽しみ倍

増・楽しい・今までにない喜怒哀楽・笑うことが
（10．7）」であった．子ども中心で，それに忙殺される

こととともに，世界観，幸福感の変化をも与える大き

なできごととしてとらえられていることがわかる。女

性のライフサイクルにおけるこの大きなイベントに関

してその影響が及ばないとすればその母親は何らかの

問題を抱えている可能性が考えられる。

項目14r子ど毛といると私は」

　「①一L情緒的，positive→幸せ・楽しい・うれし

い・よく笑う・明るい気持ち・愛しい（18．3）」「③楽

しく，心が安らぐ⇔negative→疲れて・悲しい・イライ

ラ・うっとおしいとこも（15．0）」であった。快の情緒

か，快とnegativeな両価的な心情に彩られている．

おそらく母子のあり方がそのまま反映されたものと思
われる。

項目15「夫と子どもは」

　「②一L良い関係，仲よし一ケよい遊び仲間・仲の

よい友達のよう・よく遊んでいる（27．2）」「①仲よく
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一楽しい，等，Positiveな感情一→たのしそう，気が合

ってる，CもFが大好き，信頼している（10．3）」r③

一1．仲よし一よく遊び一母親がPositiveに受けとる
（m．0）」「②一一2．良い関係仲よし→つよく結びつい

ている（8．9）」であった。妻からみた夫の子どもとの

関係は半数強が良好な関係としてとらえられている。

この点で母親自身の子どもとの関係のありようとはか

なり異なっていると言える．おそらく夫には育児の苦

労があまりない，あるいは子育てをしていないという

認識が根底にあるように思われる。

項目18「子どもにとって私は」

　「③一一L　positiveな存在としての母親→最終的に

母・すべて感じとる・必要とされる・大事な母・かけ
がえのない母（17．9）」「⑤一2．～の母でありたい→し

っかりとした頼れる母・尊敬できる母・どんな時でも

全てを受けとめてあげられる母で（1L8）」であった。

実際に子どもにとって重要な存在であるという認識と，

そのようでありたいという願いとがあることが特徴的

である．このことが母親の役割として母親自身によっ

て意識化されていることがらなのだと考える．

項目22「子どもは私を」

　「①一L頼りに・信頼・甘えて・求めて一→頼りに

している・慕っている・信頼して・頼って・甘えてく
れる・求めて甘えてくる（23．2）」「③一1．子どもが私

を一大好き，positiveに一・大好き・無条件に好いてくれ

る（15．4）」であった。子どもが母親の役割の一面を受

け止めてくれていることや肯定的に認識してくれてい

るととらえている。こうした認識が子どもを通しても

てないとすれば，母子関係に何らかの問題が生じてい

るのかもしれない。

項目23「もしも子どもが」

　「①一一1．病気，事故＝心配，不安，恐怖→常に心

配・怖い・不安・気が気でない・ぞっとする・生きた

心地がしない（165）」「②一1．いなくなったら→どう

すればいいか耐えられない・狂ってしまう・生きてい
られない・私はどうなるんだろう・絶望（12．3）」「④

一1．いなかったら→さみしい人生・つまらない人生
（10．0）」であった．この仮定・想定質問に関しては悪

い予想をたててそれに対しての想いを述べることがほ

とんどである．子どもの悪い予想を考えるとそれだけ

で辛い思い，これは項目11「私にとって子どもは」

の裏返しとも言える．

項目26「子どもがいうことをきかないと」

　「②一Lおこる・言葉の暴力→イライラしておこ
ってしまう・腹が立っ・おこりすぎ・頭にきてガミガ

ミ・怒鳴っている・切れるときがある・腹が立つこと
ばの虐待かも（言葉・行動を伴うもの）（23、0）」r②一一

2．おこる・言葉の暴力→むかつく・自分の思い通り
にならないとイライラ（感情）（10．5）」「⑤話し合う一

よく話すように一・話し合う・意見をきいて・話し合い

分ってもらうよう努力（9．6）」だった。多くが
negativeな感情の表出で，冷静に対応しようという母

親は少ない．乳幼児健診などの育児相談で，母親のこ

の訴えが多くみられ育児の大変さの多くはここにかか

っているといえる。

項目29「子どもの気持ち」

　「①一1．分って・理解して・大切に一positive→分

ってあげたい・分りたい・大事にしたい・大切に聞き

入って（23．7）」「②一2．分って・大事に一十分でない

→大事に一その通りできない・きちんと受けとめられ

ているか・尊重したいがむずかしい（理想と現実〉
（1L6）」「④一1．理解できる・分る・母親になりた

い・ありたい一叙述，positive→よく理解できるように

なりたい・分かる自分に成長したい理解できる母であ

りたい・分りたいと常日頃努力（建て前的）（1L4）」

であった。子どもの気持ちを理解したいという想いと，

実際の困難さとが現れたものである．

　育児を含む母子関係の領域全体を見たとき，何もな

いときは子どもがいとおしく，関係も良好であり，母

親としても幸福感に満たされる。しかし，子どもがい

うことをきかない，しつけといった事態となればさま

ざまなnegativeな想いや両価的な感情にいろどられ

る。他方，夫と子どもの関係（項目15）は基本的に
良好と認識している。

2）領域皿（家族・夫婦関係）

項目4「夫と私は」

　r④夫婦仲一positive一・けんかもし仲がよい・愛して

いる・気がおけない仲（26，3）」「①一L会話・話し合

い・話し合える一理解・価値・尊厳・パートナー→会

話が多い・何でも話し合える・認め合っているよき理
解者・互いに必要・協力し合って（13．8〉」「①一2．会

話・話し合い・話し合える一理解・価値・尊厳・パー

トナ…→尊敬，尊重し合い・根強い絆・大切にしたい

パートナー・補い合い受容し合っている（1L4）」「⑧

その他E（9．6）」であった。夫婦関係は6割程度が良

好な関係という認識であった。

項目17「私の居場所は」

　r①家庭・家・家実家（31．9）」「⑤一L夫と子ど

も一一positive→夫と子どもいつも笑いが・いきいき輝い

ていること・夫子どものいる家・夫，子どもたちの中

心で・一緒に遊んで一番おちつく・子どもが笑い夫が

笑いその中に私がいる・子どもがいて夫が帰ってくる

場所・私を必要としてくれる子ど屯）と夫（10．7〉」であ

った。3割の母親が家，実家等を挙げて自分が居住し

ているないし，していた物理的な場がそのまま居場所

となっている。それを具体的に述べたのが，夫や子ど

ものいる状況で，心理的な居場所のありようを指摘し

たものとなっている。

項目20「家にいると」

　「①一1．寛ぐ，安らぐTositive，気持ち→ゆっく
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り・のんびり・リラックス・安心・ほっと・満足・幸

せ・落ちつく・気が楽（30．8）」「⑥忙しい→つい仕事

をして貧乏性・休む時間なく動きまわる・一日中バタ

バタ・家事，時間に追われめまぐるしく過ごして・限
りなく家事，忙しすぎて（19．0）」であった。これも項

目17の「私の居場所は」と関連しており，居場所の
positiveな様相を示している。他方で，家庭内の仕事

に忙殺されている状態も指摘されている．

項目21「夫が病気になると」

　r②一L心配，不安→他のことが手につかない・
とても気になる落ち込む・家が暗くなる・心細く不
安・オロオロ・すごくショック・淋しくなったり・私

が頼りすぎかも・悲しくなる・心配・不安（2L4）」
「①一5．困る→困る・大変（15．2）」「④一一1．私が夫

を→守ってあげたい気持ちになる・夫への愛情感じ
る・私が助けてあげたい・私にできるとこは何でもす

る・できる限りそばにいてあげたい・精神的な支え
に・子どもに与えるやさしさを夫にも（10．3）」r①一L

困る→健康に気をつかっている・健康であるよう願っ

て・早く元気になって（8．5）」であった．夫の病によ

る自分の気がかり・心配，困惑が中心的な回答である

が，妻として夫を守るという気概を示す回答も少なく
ない。

項目30「性生活」

　「③叙述L夫婦仲よくには必要・夫婦が生活する
基本・夫婦にとって大切なもの・大切，スキンシップ
（18．8）」「⑧その他E（15．0）」であったが，おおむね，

建前に近い回答が多い傾向にあった．性生活について

は触れたくない思いが多いようである．

項目31「私にとって家族は」

　r①一一1．宝物・大事・大切一positive→かけがえの

ない宝物・なくてはならないもの・一番大事全て・絶

対の存在・大事（375）」r③大切→なくしたくないも

の・最もおちつく心を開ける人たち・心の支え・絆・

やさしい存在・生きていく支え・愛情の対象・支えて

いかなくてはならないもの・大切（25．0）」で，6割強

が極めて重要な存在であることを指摘している。

項目32「夫とふたりでいると」

「①一L　positive一感情→楽しい・安心・信頼・リラ

ックス・のんびり・寛ぐ・心休まる・ホッとする・落

ちっく・心が和む・自分らしくいられて幸せ・静かで
安らぐ・おだやかに安心（31．5）」「①一2．positive一感

情→今でも恋人のような気持ち・話し甘えられる・ど

こかでふれ合っていたい・普通の話が楽しい（12．1）」

「③一1．子どものことばかり→夫婦というより父と

母・子どものことを考えてしまう・子どもの話ししか

しない・子どものことが気になる（1L6）」であった．

項目4「夫と私は」と同様で夫婦間の良好な関係を述

べることが多い一方で，家庭が子ども中心に動くこと

によって，夫婦間のコミュニケーションがとりにくい

状況が生み出されたれたものといえよう．

　　「家族・夫婦関係」の領域では夫婦間の良好な関係

が基本にあり，その上で，家族，とりわけ子どもが大

きな位置を占めうるとの知見を得た．

3）領域皿（母親自身）

項目1「子どもの頃私は」

　　「①一1．性質・性格→引っ込み思案・内気・泣き

虫・活動的でない・おとなしい・気が弱く・自分の意

見がいえない・人みしり・恥ずかしがり・臆病・静か

な子・人前にでるのが苦手・甘えん坊（28．6）j「①一3．

性質・性格→明るい元気な子・おてんば・わんぱ
く・男まさり・活発・目立ちたがりや・天真燗漫・手

のかかる子　（16．3）」「②一1．遊んで→一日中外遊

び・友だちと外遊び・泥だらけで遊んで・男の子とよ

く遊んだ（14。3）」であった．多くが子どもの頃の性

格・性質を指摘したものであった。
項目3「将来，私は」

　「③一1．仕事を含め，自分のやりたいこと→仕事

を再スタート・好きな仕事・留学・仕事をして独立・

ボランティア・自分を生かし社会と関わっていたい・

夢の実現・子育ての経験を生かして子どもの仕事を
（28．1）」「②夫と一positive→夫と仲よく・主人と楽し

くおだやかな生活を・夫と仲よく旅行にいける夫婦に

主人，子どもたちの家族に囲まれて・主人といっしょ
に笑顔でいたい子どもに頼らず夫婦で老後を（16．1）」

「③一2．仕事を含め，自分のやりたいこと→自立し

た老人に・一人の人間として成長・今より幸せで輝い

ていたい・常に自立していたい・自分でしかできない

ことを自分で実現・！人でも生きていける人に・妻，

母以外の自分というものがある人に・夫，子どもに頼

らず自由に・幸せな祖母に・平凡な母親に（10．7）」

「⑥negative→考えられない・子どもが巣立ったあと何

をしているか・どうなるか分からない・不安・ひとり

ぼっちになったらどうしようどうなるのかな・どうし

ているだろう・目標がない（9．8）」であった。大別す

れば「仕事等」「夫との将来設計」「自立」「将来への

漠然として不安，見通しのなさ」にまとめられるが，

母親の多くが（28．1）仕事を含め，自分のやりたいこ

とを望んでいることに注目したい。

項目9「私が感情的になるのは」

「④子どもが一negativeな感情→注意をしてもくりか

えす・わるいことをする・ぐずぐずして反応しないと

き・思い通りに行動しない・いうことをきかない・き

きわけがない・手におえないとき・口ごたえ・ウソ・

ものを粗末にしている（15．0）」「①不調・疲れ・スト

レス（14．1）」「⑥一L　a．自分自身→自分の欲求が満た

されないとき・分かってくれないとき・思い通りにな
らない（10．3）」「⑦その他E（9．6）」である．「子ど

も」「母親自身」の二つが感情的になる原因の半数近
くを占める。
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項目10「私はひとりでいると」

　「①一2。幸せ・ほっと等一positiveな気持ち一〉リラ

ックス・落ちつく・気が楽・穏やか・素直・ゆ
っくり・ほっとできる・ボーっとできる・のんびり
（ホッとする，リラックス）（34。4）」，が飛び抜けて多

い．ここで挙げられたのはひとりでいることの気楽さ

で，夫や子どもが大事な存在であるにしても時には母

親が自分の時間をもて，ひとりでリラックスするとき

が必要であることを示している。

項目16「私は女として」

　r①一L～でありたい一positive→魅力的でありた
い・輝いていたい・幸せで・いきいきと・みがきをか

けて・かわいく・明るく・女を忘れないように・女と

しても個としても魅力ある人に（2L4）」だけが突出し

ていた。女性としてのあり方に積極的な意味を見いだ

した回答が多い．

項目19「思いどおりにいかないと」

「③一1．negative，気持ち→aggressiveおこってしま

う・むしゃくしゃする・イライラしカーッと怒鳴る・

頭にくる・切れて感情のコントロールがきかない・子

どもに当たる，たたく・夫に当たる・短気・イライラ
（行動も含む）（32．8）」「③一2．negative，気持ち→

depressive暗い気分・落ちこむ・不満がいっぱい・ス

トレス・疲れる・困る・あせる・自分に当たる・落ち

こんで泣きたい・自分が情けなくなみだ・感情的にな

り逃げだしたくなる・全てを放りだしたくなる
（19．4）」「②一1．aイライラするが一仕方ない・何と

かなるさ（15．0）」r①一一2．何とか対処→書いて考えな

おす・思い通りにいかない要因を分析・とりあえずど

うするか考え・納得する答えを・思い通りになるよう

計算・少し頭を冷やすことを心がける・立ち止まって

考えなおす・反省する（8．0）」であった。当然のこと

であるが，多くがnegativeな感情に支配され，それ
が夫や子どもに向けられる場合と，自分に向けられる

場合とがあり，冷静に対処する母親は少ない。

項目25「困り果てたとき私は」

　「③夫，友人，母，両親，父，家庭一いろんな人に

あるいは～に→相談・頼る・話をきいてもらう
（42．6）」「①主人，夫→頼りに・支えに・相談し

（19．2）」であるが，6割以上がだれかに相談している。

相談相手がいない母親は当然のことながら多くの問題

を抱え込むことになるであろう．

項目27「死ぬときは」

「⑤叙述的L一自分だけが→きれいに・苦しまず楽
しい気持ちで・苦しまず穏やかに・安らかに・楽に・

眠るように・自然に・あっさりと・身辺きれいに・周
りに迷惑をかけずに（32。1）」「①一1．家族に→そばに

いてほしい・みとられて静かに・みとられ・見守られ
て・愛されて（12．3）」「⑧その他E（8．0）」であった。

死に方の理想を述べる母親が最も多く，そして，家族

に見守られることを望んでいる母親も多い．

項目28「暴力」

　「①絶対にいけない・許せない→反対・よくない・

なくなるとよい・最低（44．2）」「②一L悲しい等，感

情→嫌い・悲しい・ふるうことも，ふるわれることも

嫌・怖い・暴力をふるう男の人は嫌・言葉の暴力が嫌
い（主観）（20．1）」であり，いずれも暴力に対しての

嫌悪感に基づく回答が多い。

　母親自身に関する多様な項目に対してnegativeな
状態に対する回答をみると，冷静な対応よりも感情的

な対応が多いといえる。母親がひとりでいられる時間

を確保することは家族がいかにかけがえのないもので

あるにしても，母親自身のこと，あるいは子どもとの

関係，夫との関係の中で生じるさまざまなストレスを

緩和し，また，冷静，客観的にそうした関係を見直す

良い機会になると思われる，重要な知見だと考える．

4）領域四（母親自身の親子関係）

項目8「母と私は」

　r①一1．かけがえのない・大切な・分り合える・

positive→分り合える親子・大切な人・頼りにし合って

いる・何でも相談し合える・大変よい関係・仲よし
（27．7）」「⑤叙述2．似ている（似ていない）（10．3）」

「⑤叙述L友でありライバル・同性の身近な友人・
よい距離が保たれている（8．3）」r①一2．かけがえの

ない・大切な・分り合える・positive→そばにいて安心

し合える・心の支え・深い愛情で結ばれている・強く

結びついている・絆がつよい・大好き（8．0）」であっ

た．母親としては同じ母親である自分の母に同一化し
やすい傾向があるように思われる。

項目24「父と私は」

　「③よい関係→いい親子・互いに信頼・理解し合っ

ている・頼りにしている・よき相談相手・よき話し相

手・心が通じ合っている・深い所でつながり合ってい

る・一番思ったことがいえる・最高にいい間柄
（17．4）」「②仲がよい一→よく会話・Fのような心の広

い暖かい人になりたい（B．4）」であった。父親との関

係は，母親との関係に比べれば希薄感は否めない．

　自分自身の親子関係のありようは，自分が親になっ

た場合，有形，無形の影響を与えるものとなると考え

られ，こうした関係の把握は育児相談や心理臨床に，

有効な情報を提供してくれると考える．

5）領域V（社会（友人・知人））

項目7「友人」

　「②一2．相談し合う・頼り一→大切・かけがえのな

い・頼りになる・私の最大の味方・宝物・財産・たく

さんいる（33、0）」「③会う機会が…・→子どもがいて会

う機会がない・少なくなって・淋しい・悲しい・疎遠

に（15．4）」「②一L相談し合う・頼り→アドバイスを

してくれる・相談し合う・話し相手・主人にできない

相談ができる・利害関係抜きで・悩みを素直に・子育

一180…



川井他二父親・男性研究IV－M・Sσf（母親用文章完成法）による検討　F・SCT（父親用）との比較も含めて

てで助けられる（14．7）」であった．友人は自分の母親

と同じくらいに大切で，そして，よき相談相手でもあ
る。

項目13「仕事」

　r⑤将来仕事をしたい・自立したい・資格をとって

開業・主人の給料に頼らず（22．1）」「②一2．仕事，好

き・positlve→楽しい一・一生を通して・楽しくでき

る・恵まれている・楽しくお金をもらう・生活に張り

がでて・やりがいあり楽しい（10。3）」「⑥経済的な理

由から必要（8．5）」であった．将来の自立としての仕

事と，現在の家庭との両立を図る中での仕事としての

位置づけが多いと言える。

　以上，32項目ついて頻度の多い反応をみてきたが，

多くの研究知見が示されたと共に，本S　C　Tが心理臨

床検査として活用され，心理臨床上貴重で，かっ，重

要な資料となるであろう．

M・SCTの反応分類とその頻度の傾向に関して

（その2）表7－1，表7－2参照

　前節の反応コードの場合，両親の結果を直接比較す

る事ができない．そこで，コードをまとめた反応分類

について全領域合計ではM・SCT，F・SCTの順にみて
いきたい。

　情緒性（M・SCT2L2％，F・SCT16．2％，以下の（）内

同様），関係性（26．1％，20．2％），叙述・考え方
（34．8％，53．0％），困惑・当惑（2．0％，2．5％），その他

（12．0％，L9％），回答拒否（2．8％，4．0％），回答失敗

（L　l％，2．0％）であった．明らかにF・SCTは叙述・考

え方が半数を超えていること，逆にM・SCTの方が5
から6ポイントほど情緒性や関係性が高く，とりわけ，

その他ではM・SCTが10ポイント高い．ここに父親
（男性）と母親（女性），特に男性女性の違いが如実

に現れている．男性はS　C　Tに対しての回答が客観的

な記述が多いこと，女性はその他というコード化しに

くい複雑な反応や情緒性，関係性が多い。これはおそ

らくは主観的な回答が多いことを示していると考える．

家族や家庭，あるいは子育てという現場の第一線に立

つ母親（女性〉が複雑な思いで日々を過ごし，様々な

情念の中にあることを示しているものと思われる。

　領域別に見てみたい。

1）領域1（育児を含む母子関係）

　情緒性（19．5％，13。5％），関係性（30．5％，27．4％），

叙述・考え方（31．1％，49．6％），困惑・当惑（3．2％，

3．3％），その他（12．4％，0．9％），回答拒否（2．4％，

3．6％），回答失敗（LO％，1．8％）であった。傾向とし

てはほぼ，全領域の場合と似通っている．この領域が

もっとも項目数が多いので全体の結果と類似するのは

当然かもしれない．

2）領域豆（家族・夫婦関係）

　情緒性（27。9％，26．3％〉，関係性（22．7％，19．1％），

叙述・考え方（32，2％，44．7％），困惑・当惑（12％，

L7％），その他（1L3％，L4％），回答拒否（31％，

3．7％），回答失敗（L5％，3．2％）であった．この領域

もおおむね全体の傾向と共通部分が多い．この領域も

項目数が多く，領域1と合わせると質間項目数の3分

の2近くを占める。したがって，全体の傾向を支配し

ているのはこの2領域といえよう．

3）領域皿（母親自身）

　情緒性（24．0％，17．1％），関係性（15。7％，6．5％〉，叙

述・考え方（43．0％，63．4％），困惑・当惑（1，7％，

3．1％），その他（IL3％，3．6％），回答拒否（3，3％，

4．6％），回答失敗（LO％，L7％）であった。下記に述

べる，領域Vに類似した傾向があって，この2領域で
は叙述・考え方が男女ともにその比率が高くなってい

るところに特徴がある．自分自身の評価に関わること

は客観的な傾向が強いといえよう．

4）領域1▽（母親自身の親子関係）

　情緒性（3．6％，2．9％），関係性（65．2％，56．3％），叙

述・考え方（14．2％，29．5％），困惑・当惑（0．6％，

0．9％），その他（12．1％，1．8％），回答拒否（3，5％，

7．0％），回答失敗（LO％，L7％）であった．この領域

IVがもっとも独特な反応傾向を示している。関係性が

男女ともに多く，女性では60％強，男性でも50％強で

あった。それに対して情緒性がともにかなり低く，ま

た，叙述・考え方も他の領域に比べてかなり低い。そ

れぞれの親子関係に関してはおそらく，親子という関

係の中でとらえられているものと思われる。それだけ

子から見た親子関係のもつ特異性が領域1の自分が親

としてみた親子関係との違いを浮き彫りにしてくれる
ように思う。

5）領域V（社会（友人・知人））

　情緒性（13．6％，6。9％），関係性（19．2％，7．3％），叙

述・考え方（50．2％，79．4％），困惑・当惑（0．0％，

0．4％），その他（14．7％，2．2％），回答拒否（L6％，

2．7％），回答失敗（0．7％，1．1％）であった．上に述べ

たように，この領域は叙述・考え方がもっとも大きい

割合を占めており，男性では8割にも達している．
r社会」のとらえ方が客観性を伴うものであることは

明らかである。

2．M・SCTの領域間の相関関係

　表3－1，3－2に各領域間並びに合計点との相関係

数を求めた結果を示した。合計点と各領域間では．818

から．383で1％水準で有意であった．F・SCTとほぼ

同様の結果であったが，M・SCTは全体的に相関値が
低い傾向が認められた。それだけ妻（母親）の方が回

答の一貫性が若干，乏しいと推測される。領域相互で

は．437から．112とそれほど項目間の関係性は強くない．

中では，領域1（育児を含む母子関係）と領域皿（母

親自身）が．437でもっとも大きな数値を示した。これ
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はともに母親自身に深く関わるためと思われる。領域

IV（母親自身の親子関係）と領域V（社会・知人・友

人）の間が．112と最も低く，これは構成する項目がそ

れぞれ2項目と少ないことの影響である。F・SCTの
項目間が．683から低くても．314であることから，両者

を比べると歴然としてM・SCTの方が低い。女性の場
合，文章完成法によって思いや感情等が複雑に喚起さ

れるもののようである。

3．選択式質問項目とM・SCT項目とのクロス集計からの

　関係表4－1～表4－4参照
1）子どもとの関係，育児表4－1

　①しつけ（1）

　「夫婦は一体となって子どもと接する」場合，しつ
けを肯定的にとらえているが52．7％，r夫婦はそれぞれ

の立場で子どもと接する」場合には両義的が51．1％と
多くなる．

②困り果てたとき私は（皿）

　「夫婦は一体となって子どもと接する」場合，困り
果てたときを肯定的にとらえているが76．4％，「夫婦は

それぞれの立場で子どもと接する」場合には肯定的が

57．8％と少なくなり両義的が34．1％に増える．困り果

てたときの夫婦の子どもへの向き合い方が夫婦間の信

頼感を高めていると思われる。

　この2つの質問項目は「夫婦がそれぞれの立場」で

あるよりも「一体となって接する」場合に「しつけ」，

「困り果てたとき」などの課題が生じたときに肯定的

にともに対処していこうとする認識が生じたと考えら
れる。

2）両親との関わり表4－2

　この両親との関わりではSCT7項目が統計的に意味
のある結果が得られたが，おおむね「両親はともによ

く遊んで（関わって）くれた」場合に肯定的な記述が

多く，ついで「母親はよく遊んで（関わって）くれ
た」であり，「両親ともにあまり遊んで（関わって）

くれなかった」場合には肯定的回答が減少する傾向が

認められた。

①子どもの頃私は（皿）

「両親はともによく遊んで（関わって）くれた」場合

に肯定的な記述が56．6％，ついでr母親はよく遊んで
（関わって）くれた」43．1％であり，「両親ともにあま

り遊んで（関わって）くれなかった」場合には38．9％

まで減少し，逆に否定的が20．4％に達していることは

注目される。

②将来，私は（皿）

　将来に関しては肯定的が7割を超えて「両親はとも
によく遊んで（関わって）くれた」場合85．4％，「母親

はよく遊んで（関わって）くれた」74．3％であった．

「両親ともにあまり遊んで（関わって）くれなかっ

た」場合は70．4％にとどまった．逆順で両義性が増加

する．

③母と私は（N）

「両親はともによく遊んで（関わって）くれた」場合

7L2％に肯定的な記述，ついで「母親はよく遊んで
（関わって）くれた」57．8％であり，「両親ともにあま

り遊んで（関わって）くれなかった」場合38．胱まで

落ち込んでいる．逆に否定的が25．9％と増加し，両義

性も35。2％に達した。過去の両親との関わりの良さが

現在の母と自分の関係の評価に大きな影響を与えてい
るものと言える．

④子どもといると私は（1）

「両親はともによく遊んで（関わって）くれた」場合

5L8％に肯定的な記述，ついで「母親はよく遊んで
（関わって）くれた」44．0％であり，「両親ともにあま

り遊んで（関わって）くれなかった」場合は33．3％に

減少し，かつ，否定的が29．6％を占めた。自分の親の

ありようが自分が親になった場合の，子どもへの関わ

り方にある程度の影響を及ぼしているものと思われる。

⑤子どもにとって私は（1）

「両親はともによく遊んで（関わって）くれた」場合

67．7％が肯定的，ついで「母親はよく遊んで（関わっ

て）くれた」59．6％であり，r両親ともにあまり遊んで

（関わって）くれなかった」場合48．1％で否定的が

22．2％であり，おおむね，上記の「子どもといると私
は」と類似した結果であった。
⑥家にいると（∬）

「両親はともによく遊んで（関わって）くれた」場合

に肯定的な記述が540％，ついで「母親はよく遊んで

（関わって）くれた」33．0％であり，ほぼ同じで「両

親ともにあまり遊んで（関わって）くれなかった」

3L5％であった。この後者2つは両義性がともに50％を

超えていた。両親ともにという家族に一体感のある家

庭と，それほどでもない家庭の違いが現れたといえよ
う。

⑦父と私は（W）

「両親はともによく遊んで（関わって）くれた」場合

は60。2％が肯定的な記述，ついで「母親はよく遊んで

（関わって）くれた」が24．8％と減少し，さらに「両

親ともにあまり遊んで（関わって）くれなかった」場

合では16．7％にすぎなかった．また，否定的ではr母

親はよく遊んで（関わって）くれた」が27．5％，さら

に「両親ともにあまり遊んで（関わって）くれなかっ

た」場合では35．2％に達した。この両者は両義性でも

およそ48％を占めていた．これを上に述べた③の「母

と私は」と比べてみると一目瞭然で，父親の関わりの

薄さが父親との関係の悪さに影響していることがわか
る。

　両親との関わりの程度を尋ねた項目だけに子どもと

の関係や自分の両親に関して深い関係が現れたと言え

る。言い換えると，母親であるということは，自分の
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両親との関わりのありようと引き離して考えることは

できないものと思われる。

3）両親のあり方表4－3
　①夫と私は（H）

　r両親ともに良いお手本」74。0％が肯定的で，r両親

よりも自分たちなりに」54．0％で，20ポイントの相違

が認められた．夫と私の関係に自分の両親をモデルと

したいか否かがある程度影響を与えていると言うこと

であり，言い換えると，良いモデルを持った妻（母）

はそのように夫との関係を構築していこうとしている

のかもしれない。

　②母と私は（1▽）

　r両親ともに良いお手本」では肯定的68．5％，r両親

よりも自分たちなりに」53。0％であったが，この違い

がそのまま，否定的に現れていて前者が4．4％であるの

に対して後者は19．2％に達する．良いモデルを持った

母親は自分の母親を肯定的にとらえるが，両親をモデ

ル化するよりも自分たちのあり方を求める人たちはモ

デルが不適切であるためにそうした選択肢を選んでい

る可能性があると思われる。

　③父と私は（N）

　「両親ともに良いお手本」では57．5％が肯定的，「両

親よりも自分たちなりに」が36．4％であり，否定的が

2L2％，両義性が42．4％に至った。これを証拠立てるに

は父親の存在が父親との関わりの深さに関わっている

と言えるが，今回の調査では，父親を選択する回答が

少なく分析から外さざるを得なかったため比較検討を

行うことができなかった。

　　前節のr両親との関わり」やr両親をモデルとす
る」ことは自分の親との関係のあり方によるものであ

り，そのことが，自分の子どもとの関係や，夫婦関係

などへの認識の相違をもたらしていることが示されて
いる。

4）妻，母親として表4－4

　①子育ては（1）

「妻・母親ともに苦悩することが多い」では肯定的
48．3％，「母親として苦悩することが多い」52．6％であ

るが，ほぼ同程度のそれぞれ両義性も47．7％，44．4％と

高い。これに比して，「妻・母親として苦悩すること

はない」では73．6％が肯定的で子育てに悩むことがな

いから苦悩することがないものと推測される。

②夫と私は（∬）

r妻・母親ともに苦悩することが多い」52．9％，「母親

として苦悩することが多い」65．9％，「妻・母親として

苦悩することはない」78．3％と苦悩の程度が減じるに

従って，反比例して肯定的回答が増える。夫婦関係の

良好さが肯定的反応を導くといえよう。

　③子どもが生まれてから（1）

「妻・母親ともに苦悩することが多い」では両義性の

47．1％が多く，肯定的だったのは42．5％と下回った。

　r母親として苦悩することが多い」では51．1％が肯定

的で，「妻・母親として苦悩することはない」では
65．1％で上回った。

　④子どもといると私は（1）

　「妻・母親ともに苦悩することが多い」では上記同様

の傾向で両義性が44．3％で肯定的41．4％を上回った。

子どもといることや子どもが生まれてからの喜びもあ

り，苦労することも多いことを表しているようである。

　「母親として苦悩することが多い」では肯定的38．5％，

両義的36．3％であるが，否定的も25．2％あって，母親

としての苦悩が子どもといることにあることを指し示

しているかのようである．「妻・母親として苦悩する

ことはない」では57．5％と6割に達しないもののやは

り，肯定的である母親が多い。

　⑤夫と子どもは（1）

「妻・母親ともに苦悩することが多い」では肯定的
67．8％，「母親として苦悩することが多い」でも78．5％，

「妻・母親として苦悩することはない」では83．0％で

あった。自分のことではないせいか，いずれも肯定的

が多いがそれでもr妻・母親ともに苦悩することが多

い」母親は他に比して低い比率となっている。

　⑥私は女として（皿）

「妻・母親ともに苦悩することが多い」では肯定的
39．7％であるが，しかし，否定的も23．0％いて，妻，母

親だけでなく，女性としての自分もまた，否定的な認

識を持つものの多いことが注目される．「母親として

苦悩することが多い」444％が肯定的，「妻・母親とし

て苦悩することはない」では62．3％に達する．

　⑦子どもにとって私は（1）

「妻・母親ともに苦悩することが多い」51．7％が肯定

的であるが，15．5％が否定的回答を寄せた。「母親とし

て苦悩することが多い」64．4％が肯定的，r妻・母親と

して苦悩することはない」7L7％で7割を超えた。

　⑧子どもは私を（1）

「妻・母親ともに苦悩することが多い」49．4％，両義

的40．2％で相半ばする思いもまた，強い。これは「母

親として苦悩することが多い」60．7％肯定的，35．6％両

義的と共通するものがある。「妻・母親として苦悩す

ることはない」70．8％とこれも7割が肯定的である。

　⑨子どもがいうことをきかないと（1）

「妻・母親ともに苦悩することが多い」7L8％が否定

的で，この項目らしく14．9％が肯定的であるのみで，

「母親として苦悩することが多い」も同様に73．3％否

定的，14．8％肯定的となった。これに比べて，「妻・母

親として苦悩することはない」では55。7％が否定的に

とどまり，肯定的は22．6％見られた。子どもがいうこ

とをきかないことにともなう悩みは母親たちが共有す

る課題であるが，それでも，「妻・母親として苦悩す

ることはない」は否定的回答が相対的に少なくなって
いる。
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　⑩子どもの気持ち（1）

r妻・母親ともに苦悩することが多い」5L　l％が肯定

的，両義的47．1％，「母親として苦悩することが多い」

も同様に肯定的56．3％，両義的42．2％，「妻・母親とし

て苦悩することはない」では67．0％が肯定的となって
いた。

　⑪夫とふたりでいると（1）

「妻・母親ともに苦悩することが多い」42．5％が肯定

的で，「母親として苦悩することが多い」58．5％，

「妻・母親として苦悩することはない」60．4％であっ
た。

　基本的に共通し，とりわけ強く現れていることは子

どもとの関連において「妻・母親ともに苦悩すること

が多い」「母親として苦悩することが多い」母親たち

は悩みが多いということである．また，両義的回答も

肯定的と相拮抗することも多い。良くもあり，悪くも

あるという思いもまた，強いことを伺わせる結果とな

っている。この「妻・母親として苦悩することはな
い」母親たちの楽観性や，「妻・母親ともに苦悩する

ことが多い」「母親として苦悩することが多い」母親

たちの悲観性が具体的に母親のおかれている状況から

くるものかについては本研究からはいえない。

4。夫婦同一項目間比較（夫婦一致率）

　表5－1にF・SCTとM・SCTの同一間項目同士をクロ
ス集計して，そのクロス表の中から否定的と否定的，

両義的と両義的，肯定的と肯定的，というように夫と

妻の回答が一致したものの一致率（合計）を各項目に

ついて求めて，その一致率の高位順に並び替えたもの

を示した。最大値の組み合わせが「＋」とは肯定的と

肯定的の組み合わせがもっと大きいことを示す．

　この表によると，もっとも一致率の高い項目からみ

ると，「私にとって家族は」（H）77．4％，「私にとっ

て子どもは」（1）75．5％の2項目だけが7割を超え
る一致率を示した。これらはいずれも肯定的な見方を

する点での一致率の高さを示している。50％以上の一

致率を示したのは32項目中11項目で3分の一程度で
あった．「将来，私は」（皿）62．3％，「妻（夫）が病

気になると」（H）58．5％，「子どもと私は」（1）

58．0％，「私の居場所は」（n）57．6％，「妻（夫）と

子どもは」（1）57．2％，「もしも子どもが」（1）

57．2％，「妻（夫）と私は」（H）55。6％，「暴力」

（皿）54．3％，「友人」（V）53．6％であった。一致率

の低いのは低いほうから「子どもがいうことをきかな

いと」（1）28。1％，「私が感情的になるのは」（皿）

33．3％，「父と私は」（IV）34．3％，「性生活」（H）

35．1％，「母と私は」（IV）35．5％，「私はひとりでい

ると」（皿）38．0％，「困り果てたとき私は」（皿）

39．1％である．いずれも父親なり，母親なりの自分自

身の認識にかかわる質問項目が比較的多い。

　表5－2には不一致率の高位順に並べたものを示し

た．この不一致率とは，片方が肯定的で，もう一方が

否定的，あるいはその逆の場合の比率の合計値を指し

ている。表5－1，5－2のように一致率と不一致率
を並べてみると必ずしも強い相関関係はないが，若干，

一致率の高いものは不一致率は低いという反比例な関
係がみられる。

　不一致率の高いのは「母と私は」（IV）17．8％，「私は

男（女）として」（m）17．6％，「私はひとりでいると」

（皿）17．2％，「私が感情的になるのは」（皿）16．脳と自

分自身に関わる領域の項目で占められていることがわ
かる。

　夫婦間の一致の程度は内容の一致もあるが，その項

目への態度の肯定度，否定度が類似した場合にも現れ

るので，夫婦の見解の一致とは限らない。自己の認識

を問われているような項目においては肯定度，否定度

の類似性と解釈することが望ましく，自己と他者との

関係や自分が相手をどのように認識するかという項目

においては類似度と考えて良いように思われる。

5。夫婦間比較（夫群と妻群の差）表6参照

1）将来，私は

　夫婦ともに8割近くが＋1（以下，肯定的）な将来
像をもっているが，夫側では一1（以下，否定的）が
12．7％で妻の0．2％よりも多い．社会の不景気，雇用情

勢等が影響しているのかもしれない．妻の0（以下，

両義的）が20．8％で将来への不透明感があるのかもし
れない（夫は9．6％）。

2）しつけ（1）

　夫側が63。6％と肯定度が高いのに比して，妻側は

46．9％にとどまった。否定度に相違はあまりなく（夫
側7．1％，妻側8．7％，「以下の（）内はこの順番で記載），

両義的で（29．2％，44．4％）で妻側が高い。妻側がしっ

けの最前線にあることを伺わせる。また，一般的に育

児相談，心理相談でも父親の言うことはきくがわたし

（母親）の言うことはきかないということがあるが，

このことを反映しているのだろう．

3）子どもと私は（1）

　夫婦ともに肯定度は約7割（70．8％，66．5％）である

が，夫側は肯定度が7割超える一方で否定的も妻より

も高い（10．0％，1．6％）．夫側はおおむね子どもとの関

係は良好であるが，そうでない場合も他方ではあって，

ここに育児不安持っ父親の存在をうかがわせる。今回，

表の結果として挙げていないが「私にとって子どもは

（1）」は夫婦ともによく似た結果であった（肯定的
（87．1％，84．4％），否定的（3．3％，0．4％））。これは子

どもとの関係ではなく，子どもへの思いであるから生

じたことのようで両項目を比べると興味深い。

4）母と私は（1▽）
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　肯定的が（35．0％，59．8％），否定的では（21．9％，

12．1％），両義的（43．1％，28．1％）で，母親との関係が

夫側はあまり良くないか，両義的である割合が多い。

5）子どもがいると私は

　肯定的（68．3％，45．8％），否定的（9．2％，16．5％），

両義的（22．5％，37、7％）であった．これは子どもと一

緒にいることがもたらす，ある種の母親の育児に対す

る不安を現しているようである。

6）妻（夫）と子どもは（1）

　これは妻は夫との，夫は妻との子どもの関係を他者
評価したもので肯定的（67．9％，75．2％）と妻の方が夫

と子どもの関係を肯定的に見ている。他方，夫は妻と

子どもの関係を否定的に見る割合が（10．0％，5．4％）

やや高く，両義的（22．1％，19．4％）でも若干高い。こ

れは妻からの子育てへの訴えや悩みをきくことの反映

かもしれない。

7）私は男（女）として（皿）

　夫側が男として肯定的（67．4％）に比して，妻側は
肯定的割合が減り（47．3％），代わりに両義的（15．2％，

35。9％）が増えているのがわかる．妻となり，母親と

なった自己の女性としてのあり方へのさまざまな思い

が錯綜しているように思われる。
8）家にいると（1【）

　夫側が肯定的（58．9％，44．4％）と妻側より高く，妻

側は両義的が（27．5％，44．6％）と高いことから，おそ

らくは専業主婦を中心に閉塞感を感じている妻が多い

のではないだろうか。夫にとっては家庭が安らぎの場

になっている割合が多いのだろう。

9）子どもは私を（1）

　この項目は子どもが自分をどのように見ているかの
推測であるが，夫側に否定的（23．7％，6．5％）の割合

が多い．これは普段の関わりの薄さからくるものでは
ないだろうか。

10）父と私は（1▽）

　母と私はの場合に類似していて夫側に否定的
（27．9％，17。4％）の割合が多く，肯定的割合は妻側が

（3L9％，43．3％）高い．

11）子どもがいうことをきかないと（1）

　夫側は両義的が多く（56．7％，15．6％），否定的は妻

側に多い（25．2％，65．6％）。明らかにしつけや叱るこ

となどの場面が多く，またいうことをきいてくれない

経験の多い母親と，時々，叱る程度でありながら比較

的いうことをきいてくれる経験が多い父親との違い現

れたものであろう。

12）子どもの気持ち（1）

　否定的が夫側に多く（15．6％，1．3％），両義的は妻側

が多い（22．8％，40．6％）。子どもと接する機会が少な

い父親に否定的が多くなるであろうし，子育てに直面

している母親は子どもの気持ちをくみ取ることに迷い

があってもおかしくないといえる。

N．結語

　本研究で得られた結果から，主な研究知見を示すと

次のようである。

1、M・SCT項目の反応特徴

　M・SCT32項目の反応について概説したが，母親た
ちは父親たちよりも多様で多岐にわたる反応をする傾

向が強く，一つの反応に集中することはあまりない。

父親には紋切り型の反応が多いとも言える．いずれに

せよ，M・SCTを心理臨床検査として活用するための
基礎資料が得られたものと考える。

　母親と父親の反応は，領域や項目により多少の異同

はあるが，母親の反応のほうが情緒的な関係性を示す

反応が明らかに高い。また，コード化しにくい複雑で

相反する表現が反応に示されている。

一方，叙述・考え方の反応は父親に多く見られる（添

付表参照）。このことは，母親と父親の違いだけでは

なく，おそらく女性と男性，即ち性差を示していると

考える．そして，この違いが夫婦関係や親子関係に影

響を与えていると思われるが，それがよい方か，悪い

方に働くかは，さらに分析を加えなくてはならない。

2．M・SCTの各領域間の相関関係

　本法は5つの領域から構成されており，その相関係

数を求めると領域1（育児を含む母子関係）と領域皿

（母親自身・女性性）が．437と最も高い相関値を示

した．このことは，父親にも示されており，育児を含

む子どもとの関係の有り様は，自分自身と男性・女性

性と深く結びついていると考える。

3．選択式質問項目とM・SCT項目とのクロス集計から

　ここでは，この内より注目される知見を示したい。

①「夫婦は一体となって子どもと接する」と困り果て

たときに肯定的に対処でき，「夫婦それぞれの立場で

接する」場合は肯定的な比率が低くなる。

困り果てたときの夫婦の子どもとの向き合い方が，子

どもとの，そして夫婦関係のありように関与している。

②母親自身の親子関係について，「両親はよく遊んで関

わってくれた」「母親はよく遊び関わってくれた」と

いう経験を持つ母親は，r子どもといると私は」の反

応が有意に肯定的であり，よく遊び関わってくれなか

ったとするものは，肯定的反応が減少し，且つ否定的

反応が生じている。自分の親との関係が，子どもとの

関わりに関与していることは明らかである．また，
「父と私は」についてみると，「母と私は」の反応と

異なり，父親との関わりの薄さとその関係の悪さとは

関連を有しており，ここに父子関係の重要性が示され

ている。

③「妻・母親として」の反応との関係をみると次のよ

うである．「妻・母親ともに苦悩することはない」と
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子育てに肯定的であり，逆も真なりで，当然の知見と

考える。夫婦関係の良好さと「苦悩することはない」

との反応は関連をもっている．「私は女として」とい

う女性性の項目について，「妻・母親として苦悩する

ことが多い」では，肯定的39．7％，そして否定的が

23．0％である。妻，母親であることと，女性としての

自己認識は関連を持ち，しかも，否定的であるものが

多いことに注目したい。ただし，「妻・母親としての

苦悩がない」場合には，肯定的62．3％，否定的6．6％

であり，このことも重要な知見である。

「子どもがいうことをきかない」場合，「妻・母親と

しての苦悩が多い」71．8％が否定的である．一方，「苦

悩することはない」ものは，55．7％が否定的にとどま

り，肯定的も22．6％認められた．妻，母としての苦悩

は，子どものネガティブな行動への対応と関連を有し

ている。

4、夫婦一致率
　両者の一致率が最も高く，しかも肯定的であった項

目は，「私にとって家族は」と「私にとって子ども
は」の2項目であり，子どもを含め望ましい知見が示
された。

　一方，不一致率の高い項目は，「母と私は」「私は男

（女）として」「私は 一人でいると」「私が感情的にな

るには」である。いずれも自己認識に関わる項目であ

り，このことは，見方によれば当然のこととも思われ

るが，一方，共に生き暮らしていくことへの影響も考

えなくてはならない。

5．夫婦間比較
　いくつかの項目について，夫婦間で肯定的，否定的

かどうかの知見を示したい。

①「子どもと私は」への反応は，夫婦共に肯定度は約

7割を示している。一方，否定的な反応は夫の方が高

く（夫10．0％，妻L6％），ここに父親の育児不安が反

映されている可能性も考えておかなくてはならない．

②r子どもといると私は」への反応について，夫の方

がやや肯定的であり，妻の方に否定的反応が高い．子

どもと…緒に過ごす時間の多い母親の反応として当然

のことともいえよう。

③「私は男（女）として」への反応は，夫は男として

肯定的とする比率が67．4％に対し，妻の肯定的比率は

47．3％と比較して低く，一方，両義的反応は妻35．9％

に対し，夫は15．2％である。妻となり，母親となった

自己の女性としての認識は複雑で，錯綜していること

が読みとれる。

④「子どもは私を」への反応について，夫に否定的反

応は多い（夫23．7％，妻65％）。子どもが自分をどう

体験しているのか，関わりの薄い，或いは子どもとの

関係のありようが父親を否定的な傾向に導くのか，注

目され今後の検討課題である．

⑤「子どもがいうことをきかないと」への反応を見る

と，夫は両義的反応が多く（夫56．7％，妻15．6％）で

あり，否定的反応は妻の方が高い（夫25．2％，妻
65．6％）。我々の育児不安研究＊から，その本態として

の心性のひとつに｛子どもへのネガティブな感情，攻

撃性｝を見出しており，この知見は母親の育児不安を

反映していることが考えられる。

今後の研究に向けて

　本研究の最終研究目的は，父親の基本的役割を明確に

することにある．ここまで，父親・男性研究を重ね，得

られた知見を吟味すると，その基本的役割とは，＜父

親・夫・男性＞一く母親・妻・女性＞一く子ども＞の3

者関係の，関係性そのもののなかにあると考えられる。

そして，この関係性の中で，特に鍵を握っているものは，

前2者の関係にあると思われる。今後，これらの関係性

そのものを明らかにすべく研究をすすめたい。
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川井他。父親・男性研究IV－M・SCT（母親用文章完成法）による検討　F・SCT（父親用）との比較も含めて
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川井他：父親・男性研究IV－M・Sσr（母親用文章完成法）による検討　F・Sσr（父親用）との比較も含めて
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川井他二父親・男性研究IV一一M・SCT（母親用文章完成法）による検討　F・SCT（父親用）との比較も含めて
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川井他：父親・男性研究IV－M・SCT（母親用文章完成法）による検討　F・SCT（父親用）との比較も含めて
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川井他　父親・男性研究IV－M・SCT（母親用文章完成法）による検討　F・SCT（父親用）との比較も含めて
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